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秋季大運動会を 12 月に延期しました。コロナの島内での感染状況や，熱中症対

策の子どもたちへの負担，学校行事の意義などを総合的に考えての判断です。二学

期は最も長く，例年ならば行事の多い二学期です。「二学期は運動会・体育大会や

学習文化発表会などの行事がたくさんあります。学校に行事があるのはなぜだと思

いますか？」私はよく子どもたちにたずねます。たいていの子は戸惑い，「息抜き

のため？」と答える子も中にはいます。 
 

 学校行事にはねらいがあります。学校は色々な子がいる様々な個性の集まりで

す。勉強の得意な子，走るのが速い子や柔軟性に長（た）けている子。絵が上手な

子。読書が好きな子。声の美しい子もいます。また，際だった能力は見えないので

すが，不思議と集団をまとめる魅力を持った子もいたりします。その一人一人の長

所を認め，伸ばし，輝かせるために学校行事はあるのだと私は考えています。 

 

 さらに，行事への取組を通し，子どもたちは皆で協力し，一つのことを作り上げ

ていく楽しさや団結することの素晴らしさを，座学（ざがく）ではなく，身体で体

験するのです。実は，このお互いが協力して何かを作りあげていくという能力は，

日本人が特に優れていると感じています。欧米人は概して自己主張が強く，個がぶ

つかり合い，チームとしてはなかなかまとまりません。日本人の良さは，一歩引い

て全体を見通し，どう自分が動けばよいかを考えられるところにあると思います。

だから，個が重要視されるサッカーなどより，チームプレー重視の野球やソフトボ

ールの方が，世界的に通用するのだと思います。 
 
 イタリアのローマ日本人学校に勤務していた時代。開校２年目のイベントとし

て，運動会を現地イタリア人を招待して行いました。そこで好評だったのが小学校

高学年から中学生までが行う組体操でした。身長も体重も，運動能力もバラバラな

児童生徒たちが，それぞれに適切な役割分担を行い，決められた形を作り上げてい

く。最初はうまくいかず，練習ではぶつかり合い，不平不満も出てきます。しかし，

成功を目指すためには友人ではなく，自分がどう動けばよいかにやがて気がつきま

す。「不平」ではなく「励まし」。「できない」ではなく「やる」。練習を通し，

子どもたちは大きく成長しました。一糸乱れぬ演技に，観客から「Bravissimi!（素

晴らしい）」の歓声が飛び，大きな拍手が贈られたとき，子どもたちの満面の笑み

が輝いていたことを思い出します。 

 

 コロナ感染に怯えながらでは，子どもたちの頑張りを多くの人に観てもらうこと

はできません。運動会を 12 月に延期したのは，そのような理由からです。今は全

ての人たちが，コロナ感染拡大防止に集中し，12 月の大運動会では保護者や地域

の皆様に，ぜひ児童生徒の「輝き」を見て欲しいと願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Society 5.0 時代に生きる子どもたちにとって，PC 端末

は鉛筆やノートと並ぶマストアイテムです。今や，仕事でも

家庭でも，社会のあらゆる場所で ICT の活用が日常のもの

となっています。社会を生き抜く力を育み，子どもたちの可

能性を広げる場所である学校が，時代に取り残され，世界か

らも遅れたままではいられません。 

本町においても，全ての小中学校の校内ネットワークが強

化され，児童生徒一人につき一台のタブレット端末が支給さ

れました。これらの ICT を学習活動において積極的に活用し

ながら学習効果をさらに高めていくとともに，端末の取扱い

方やタイピングスキルの向上，個人 ID の管理の重要性や情

報モラルの指導にも力を入れていきます。また，コロナ感染

対策も踏まえたリモート授業への対応についても体制を整え

ているところです。 

学級ＰＴＡ等の会合も，その時のコロナ感染状況を踏ま

え，今後も必要に応じて，リモートによる実施を進めていき

ます。ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

２学期が始まり，夏休み中に子どもたちが取り組んだ各種作品が提出されました。一つ一つの作品に，夏休み中のその子のがんばりを垣間見

ることができました。作品を完成させた時に得られる達成感と喜びは，子どもたちにとってその夏休みのよい思い出となるとともに，「やれば

できる！」という自分自身のがんばりやよさに対する大きな自信にもつながります。作品完成までの子どもたちへのご支援，ありがとうござい

ました。 

各コンクール審査会の結果は，下表の通りです（１学期に授業等で取り組んだものも掲載します）。これから審査会が行われるものもありま

すので，その結果は，来月号以降の学校便りで紹介していきます。 

【県図画作品展町審査】 

県特選・町特選  角田 夢姫（１年） 

         小牧 仁郎（５年） 

県入選・町特選  新城 結惺（２年） 

         猿渡くいな（３年） 

         山田 璃葵（４年） 

         前田 伊織（６年） 

         羽月 七星（６年） 

    町特選  中里 咲葉（１年） 

         濵田 真仁（１年） 

         松岡 紗矢（１年） 

         益田あまね（２年） 

         奥野 琥鉄（２年） 

         岩多 真幌（３年） 

         押村 桃汰（３年） 

         角田 瑠菜（３年） 

佐々木 翔（３年） 

長谷場 優（３年） 

川畑 舞乃（４年） 

下川未來翔（４年） 

          城崎 結仁（４年） 

柳田 美桜（４年） 

山田きよら（４年） 

平  彩葉（５年） 

          田中 綾乃（５年） 

          當田 夢香（６年） 

          渡  心咲（６年） 

（採集物の部） 

   町特選（貝） 德永 悠乃（２年） 

          押村 優莉（４年） 

          小牧 義郎（４年） 

          南  粋夢（４年） 

          東中 琉生（４年） 

          渡  愛翔（５年） 

          小牧 仁郎（５年） 

福田 侑唄（５年） 

          中村 優花（５年） 

          柿 こずえ（５年） 

          田中 綾乃（５年） 

町特選（植物） 平  彩葉（２年） 

        窪田 梨音（６年） 

町特選（昆虫） 長  結心（４年） 

        勝山 未来（５年） 

猿渡のかぜ（５年） 

【県児童生徒作文コンクール町審査】 

町特選（地区審査へ）  長島 音々（５年） 

町特選  南  絆奈（４年） 

          平  彩葉（５年） 

          前田 海花（６年） 

【理科作品町審査会】 

（研究記録の部） 

町特選（地区審査へ）   渋谷 尚人（１年） 

          前田 虎徹（６年） 

德永 瑛亮（６年） 

     町特選  渋谷 友菜（４年） 

          中里 優月（４年） 

          前田 宇暁（４年） 

 

 

※ 計画は各学級から出されます。 

※ 22日(金)は休養措置のためお休みです。 

※ 29日(金)は休養措置のためお休みです。 


